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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

大
阪
周
辺
市
は

解
消

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見
る
と

維
新
の
会
、
自
民
、民
主
、公

明
が
関
西
州
を
目
指
す
点
で

一
致
し
て
い
る
。関
西
州
は
、

橋
下
大
阪
府
知
事
が
「
道
路

政
策
、
空
港
政
策
、
港
湾
政

策
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
広
域

行
政
の
政
策
を
関
西
と
い
う

地
域
で
練
り
に
練
る
」
と
し

て
い
る
通
り
、
大
阪
府
を
解

消
し
て
、
高
速
道
路
の
整
備

や
、
港
湾
開
発
、
ダ
ム
の
建

設
、
空
港
の
管
理
な
ど
、
関

西
全
域
で
、
さ
ら
な
る
巨
大

開
発
を
推
進
す
る
も
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
財
政
再
建
の
名

で
福
祉
や
医
療
を
削
減
し
な

が
ら
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
や
箕
面

森
町
、
彩
都
、
第
二
京
阪
高

速
）
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
巨
額
の
費
用
を
集
中
投
入

関西州でさらに巨大開発

日
時　

４
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
０
年
４
月
版
）、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

第
３
回
社
保
講
習
会

第
5
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　

午
前　

分
科
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

午
後　

基
調
講
演

基
調
講
演
講
師　

森
啓
氏
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研

究
所
老
年
医
科
学
大
講
座
教
授
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
・
保
険
医
会
館

※
分
科
会
の
演
題
発
表
者
（
歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
）
を
募

集
中
（
締
切
５
月
10
日
）

「
防
げ
る
、治
せ
る
、認
知
症
」

日
時　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

講
師　

午
前
：
油
谷
純
子
氏
（
目
白
短
期
大
学
生
活
科
学
科

教
授
）　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

内
容　

午
前
は
「
患
者
接
遇
の
実
際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
レ
ー
ム
対
応
」

　
　
　

午
後
は
助
手
編
と
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
配
布
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

第
50
回
定
期
総
会
記
念
講
演

日
時　

５
月
29
日
（
日
）
午
後
４
時
10
分
〜
６
時
10
分

会
場　

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー（
地
下
鉄
中
央
線
「
弁
天

町
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

米
井
嘉
一
氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院
生
命
医
科
学
研

究
科
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
教
授
）

定
員　

１
０
０
人　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

口
か
ら
見
た〝
全
身
の
健
康
〞・
長
寿
へ
の
提
言

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時　

６
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
京
阪「
天
満
橋
」駅
集
合

コ
ー
ス　

天
満
橋
↓
将
棋
島
跡
↓
保
険
医
協
会
発
祥
地
↓
亀

岡
街
道
↓
川
崎
東
照
宮
跡
↓
大
塩
平
八
郎
「
洗
心

洞
」
跡
↓
造
幣
局
↓
桜
ノ
宮
橋
（
銀
橋
）
↓
藤
田

邸
公
園
↓
心
中
天
網
島
ゆ
か
り
の
大
長
寺
↓
網
島

↓
片
町
↓
野
田
橋
跡
↓
鯰
江
川
跡
↓
京
橋

案
内
人　

西
俣
稔
氏（
大
阪
案
内
人
）

資
料
代　

５
０
０
円

※
終
了
後
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す

協
会
発
祥
地
か
ら
藤
田
邸
公
園
と
京
街
道
を
辿
る

し
て
き
た
が
、
大
阪
経
済
は

一
向
に
回
復
の
気
配
を
見
せ

な
い
。

　

関
西
経
済
の
起
爆
剤
と
言

わ
れ
た
関
空
が
94
年
に
開
港

し
た
当
時
、
大
阪
府
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
名
目
）
は
39
兆
５
６
４

２
億
円
だ
っ
た
が
、
08
年
に

は
37
兆
９
８
４
６
億
円
と
、

む
し
ろ
落
ち
込
こ
ん
だ
。
07

年
８
月
か
ら
は
、
総
工
費
１

兆
５
０
０
０
億
円
も
の
巨
額

を
か
け
た
２
本
目
の
滑
走
路

が
オ
ー
プ
ン
し
た
関
空
二
期

工
事
だ
っ
た
が
、
大
阪
府
の

景
気
を
引
き
上
げ
る
効
果
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

　

自
民
・
民
主
は
、
経
済
特

区
（
法
人
税
優
遇
等
）
で
企

業
誘
致
を
進
め
る
と
し
て
い

る
が
、
呼
び
込
み
型
の
り
ん

く
う
タ
ウ
ン
も
破
た
ん
、
巨

額
の
負
債
を
府
民
に
押
し
付

け
て
い
る
。
関
空
、
ベ
イ
エ

リ
ア
頼
み
の
経
済
政
策
か
ら

の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

福
祉
の
充
実

で
経
済
発
展
を

　

協
会
は
、
大
規
模
開
発
を

止
め
、
雇
用
を
安
定
さ
せ
、

医
療
・
福
祉
の
充
実
で
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
阪
経
済
を
立
て
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

橋
下
府
政
は「
大
阪
維
新
」

「
大
阪
都
構
想
」
な
ど
、
言

葉
こ
そ
新
し
い
が
、
中
身
は

従
来
通
り
の
開
発
優
先
の
府

民
施
策
切
り
捨
て
政
治
で
あ

り
、
大
阪
版
「
構
造
改
革
」

だ
。
こ
の
方
向
が
大
阪
経
済

を
立
て
直
す
も
の
で
な
い
こ

と
は
、
小
泉
「
構
造
改
革
」

が
残
し
た
傷
跡
を
見
て
も
明

ら
か
だ
。

　

統
一
地
方
選
挙
は
、
今
後

の
府
政
へ
の
影
響
や
国
政
を

う
ら
な
う
上
で
も
重
要
と
な

る
。
有
権
者
の
賢
明
な
判
断

が
求
め
ら
れ
る
。

共
産　

政
策
で

協
会
と
一
致

　

協
会
が
実
施
し
た
政
策
ア

ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
自
民
党

は
、
各
個
別
政
策
を
照
会
中

と
し
て
期
限
ま
で
に
回
答
を

得
ら
れ
ず
、
注
目
さ
れ
た
維

新
の
会
は
、「
幹
事
長
と
相

談
の
上
、
今
回
は
回
答
し
な

い
」
と
の
返
答
だ
っ
た
。
回

答
を
得
た
の
は
共
産
党
の

み
。
内
容
は
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充
を
は
じ

め
、
大
型
開
発
を
止
め
、
医

療
・
福
祉
に
重
点
を
置
い
た

政
策
で
協
会
と
一
致
し
た
。

自・公・民マニフェスト

　

咬
合
異
常
を
引
き
起
こ
す

後
天
的
な
原
因
の
一
つ
と
し

て
〝
口
呼
吸
〞
が
知
ら
れ
て

い
る
。〝
口
呼
吸
〞は
、
鼻
閉

や
ア
デ
ノ
イ
ド
の
肥
大
な
ど

に
よ
っ
て
発
現
し
、
長
期
間

に
わ
た
る
習
慣
の
結
果
、
上

顎
骨
や
上
顎
歯
列
が
狭
窄
、

あ
る
い
は
舌
位
の
異
常
な
ど

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
結
果
と

し
て
多
種
多
様
な
咬
合
異
常

が
発
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
学
童
期
の
咬
合
異
常

患
者
の
多
く
に
、〝
口
呼
吸
〞

や
〝
鼻
閉
〞
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
医
院
で
は
、

矯
正
歯
科
治
療
に
お
け
る
第

Ⅰ
期
治
療
と
し
て
、
ま
ず

〝
口
呼
吸
〞
を
〝
鼻
呼
吸
〞

に
改
善
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。そ
の
治
療
に
は
、

〝
急
速
拡
大
用
の
ス
ク
リ
ュ

ー
を
用
い
た
固
定
式
装
置
〞

を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
装

置
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
上
顎
歯
列
を
介
し
て
骨

格
的
に
鼻
腔
が
拡
大
さ
れ
、

結
果
と
し
て
、
鼻
閉
が
改
善

さ
れ
、
口
呼
吸
が
減
少
す
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
装
置
が

拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

上
顎
骨
や
上
顎
歯
列
の
狭
窄

が
改
善
さ
れ
、
叢
生
の
治
療

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
舌
位
が

良
く
な
い
こ
と
で
生
じ
て
い

た
咬
合
異
常
も
改
善
さ
れ
る

症
例
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。

　

今
回
の
講
演
内
容
と
し
て

は
、ま
ず
、可
撤
式
装
置
で
は

同
じ
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
、〝
急
速
拡
大
用
の

ス
ク
リ
ュ
ー
を
用
い
た
固
定

式
装
置
〞
の
効
果
と
有
用
性

に
つ
い
て
説
明
す
る
。ま
た
、

今
ま
で
可
撤
式
装
置
の
み
で

治
療
を
さ
れ
て
い
る
、
あ
る

い
は
手
を
つ
け
ず
に
放
置
さ

に
余
り
あ
る
」
と
強
調
。

「
地
震
多
発
地
帯
の
上
に
原

発
を
建
設
し
て
き
た
国
策

が
、
重
大
な
誤
り
で
あ
っ
た

こ
と
が
残
念
な
が
ら
証
明
さ

れ
、
原
子
力
安
全
神
話
は
崩

壊
し
た
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
国
と
東
京

電
力
に
対
し
、
①
正
確
な
情

報
の
速
や
か
な
公
表
②
事
態

の
拡
大
防
止
③
被
ば
く
者
へ

の
適
切
な
治
療
④
原
発
依
存

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

―
―

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

東
京
電
力
福
島
原
発
の
相

次
ぐ
爆
発
と
放
射
能
漏
れ
事

故
を
受
け
、
保
団
連
副
会
長

の
山
上
紘
志
氏
（
協
会
副
理

事
長
）
が
代
表
を
務
め
る
大

阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
は

３
月
16
日
、
医
科
協
会
の
反

核
・
平
和
委
員
会
と
共
同

で
、
緊
急
声
明
を
発
表
し

た
。

　

声
明
は
、「
家
や
家
族
を

失
っ
た
上
に
被
ば
く
の
不
安

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
被
災
者

の
皆
様
の
苦
し
み
は
察
す
る

原
発
事
故
で
緊
急
声
明

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
な
ど

４月度生涯
研 修 抄 録

日
時　

４
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

開
業
医
の
た
め
の
歯
科
矯
正
治
療

保
田　

好
隆
（
保
田
矯
正
歯
科
）

各党の主要な政治課題に対する態度

※政策アンケートと各党のマニフェストをもとに協会が作成

　　主要会派

項目　　　　
大阪維新の会 自由民主党 民主党 公明党 日本共産党

医　療

•国保広域化
•子宮頸がんや
麻疹、風疹など
の予防ワクチン
無料化

•がん検診受診
率向上の取組み
•公的病院の救
急、産科、小児
科の医師等を確
保

•国保広域化
•子宮頸がんや
ヒブなどのワク
チン接種・医師
不足の解消
•救急医療シス
テム改善、拡充

•がん対策推進
（治療費負担軽
減など）
•子宮頸がんや
ヒブなどのワク
チン接種の公費
助成推進
•医師不足対策

•国保料引き下
げ、資格書等の
発行を止める
•千里救命救急
センター等の救
命救急を府の責
任で

関西州 推進 推進 推進 推進 反対

大規模
開　発

高速鉄道、淀川
左岸線、リニア
新幹線駅、阪神
港湾の整備

都市インフラの
整備（高速、地
下鉄）

•関西大環状高
速網の整備
•余野川ダム等
から撤退、槇尾
川ダム中止、安
威川ダム徹底検
証など

借金を増やす大
規模開発を止め
る

経　済

都市インフラ整
備と関空、阪神
港をアジア、世
界に開かれた２
大拠点に

•経済特区によ
る規制緩和と法
人税優遇による
企業誘致
•関空を観光、
物流のハブ化
•国際拠点港湾

•中小零細企業
支援（法人税減
税など）
•関空を観光・
物流のハブ化

•優秀な中小企
業の技術等を大
阪ブランド化
•中小企業への
販路拡大、金融
支援
•観光資源の発
見

•中小企業への
経営支援強化
•大型開発から
生活密着型に公
共事業を転換
•大企業の非正
規切りや下請け
いじめをやめさ
せる

れ
て
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た

学
童
期
や
永
久
歯
列
期
前
期

の
矯
正
歯
科
治
療
の
重
要
性

と
治
療
の
進
め
方
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
医

院
で
行
っ
て
い
る
第
Ⅰ
期
治

療
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
内
容
は
、

比
較
的
簡
単
で
、
し
か
も
普

遍
性
が
あ
る
と
考
え
る
た

め
、
一
般
歯
科
の
先
生
に
取

り
入
れ
頂
く
こ
と
で
、
先
生

方
が
行
う
矯
正
歯
科
治
療
の

一
助
に
な
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。

（１面「政策メモ」の続き）


